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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無     ：■有  □無 

(内容) 
・固定資産の減価償却費を通期見込み額の 3/4 で計算 
・一部の連結子会社は、税効果会計に簡便法を適用 

 ② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無  ：■有  □無 
(内容) 
｢４．会計処理の方法の変更」に記載 

 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無        ：■有 □無 
(内容) 

       連結 （新規）2社 （除外）0社    持分法（新規）0社 （除外）0社 

 

  
２．平成 19 年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成 18 年４月１日 ～ 平成 18 年 12 月 31 日） 
 (1)経営成績（連結）の進捗状況        (注)記載金額は百万円未満を切捨てて表示しています。 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益 
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

19 年３月期第３四半期   523,929 (△1.6)   20,980 (△42.3)   23,285 (△37.1)  6,391 (△58.4) 
18 年３月期第３四半期   532,475 ( 12.4)   36,380 (  55.0)   37,036 ( 59.1)   15,359 (   8.7) 
(参考)18 年３月期   709,613   45,471   46,402   18,870 
 

 １株当たり四半期  
(当期)純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期  
(当期)純利益 

 円    銭 円    銭 

19 年３月期第３四半期         35    59         32    37 
18 年３月期第３四半期         85    04         77    34 
(参考)18 年３月期     103  74     94  40 
（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率 
 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］            
当第３四半期における世界経済は、米国では景気の拡大速度が緩やかになったものの、アジアにおいては
中国を中心として輸出が堅調に推移したほか、欧州の景気も回復するなど、全体的に堅調な推移を見せてま
いりました。わが国経済においても、原油や素材価格の高止まりなどの不安材料があるものの、企業業績の
改善による、設備投資の増加や雇用情勢の改善が進み、個人消費も堅調に推移してきていることなどから、
景気は緩やかながら順調に回復しています。 
このような状況の下、当社グループの連結売上高は523,929百万円（前年同期比1.6％減）となりました。
利益につきましては、営業利益20,980百万円（前年同期比42.3％減）、経常利益23,285百万円（前年同期比
37.1％減）、四半期純利益は6,391百万円（前年同期比58.4％減）となりました。 
 
＜電子部品事業＞ 
当電子業界におきましては、デジタル家電が本格的に普及し、年末商戦においては薄型テレビなどの販売
が好調に推移しましたが、一方で価格下落の影響も大きく、販売競争は激化の様相を呈しています。 
当社としましては、携帯市場・車載市場・ホーム市場を切り口として、積極的な受注・拡販活動を行って
まいりましたが、売上高・営業利益ともに、前年同期実績を下回る結果となりました。部門別の売上につき
ましては、コンポーネント事業において、主に携帯電話用のコンタクトシートTMやメモリーカード用コネクタ、
小形デジタル機器用のスイッチなどが上期に引き続き、堅調に推移しました。磁気デバイス事業は、ＨＤＤ
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（ハードディスクドライブ）用ヘッドが、ＤＶＤレコーダなどＨＤＤを搭載した民生機器用において伸びを
見せるものの、新製品の市場への投入が当初の計画に対して遅れたことや製品価格下落の影響などから、前
年同期と比べ、売上は減少しました。情報通信事業では、デジタル放送が本格的な普及期に入ってきました
が、アナログチューナの減少に加え、デジタルチューナも拡販に結びつけることができず、売上は減少しま
した。また、ペリフェラル事業につきましても、携帯電話用ＬＣＤの規模縮小や、小形フォトプリンタの生
産調整などにより、売上が減少しました。最後に、車載電装事業は、搭載車種の販売台数増を背景に新製品
の販売が好調に推移しており、更に円安による増収効果もあり、売上を増やすことができました。 
以上の結果、当事業の売上高は、294,591百万円(前年同期比6.0％減)、営業利益は6,547百万円(同71.6％
減)となりました。 
 
＜音響製品事業＞    
音響製品事業は、カーエレクトロニクス業界において、市販市場におけるポータブル・ナビゲーションが、

欧米で急速に市場規模を拡大しました。一方、国内市場が縮小する中、カーナビゲーションを中心に価格競
争が激化しました。また、自動車メーカー向け市場は、新車需要が大型車から中･小型車にシフトし、メーカ
ー間に格差が見られたものの、販売が堅調に推移したことや、カーナビゲーションやカーＡＶ・複合製品な
どの搭載が増加、市場規模が拡大しました。昨年12月、国内市販市場向けに投入した「モービルメディア・
ステーション Ｘ０７」は、コストパフォーマンスに優れた次世代カーナビゲーションシステムとして高い評
価を得ており、今後の更なる拡販につなげてまいります。 
以上の結果、当事業の売上高は191,733百万円(前年同期比3.5％増)、営業利益は9,297百万円(前年同期比
15.2％増)となりました。 
 
＜物流・その他事業＞ 
物流事業は、主要顧客である電子部品メーカーが、デジタル家電向けを中心に比較的好調に推移する中、
物流運用技術の向上やシステム化の推進など現場力の強化を図るとともに、グローバルな物流ネットワーク
の拡充を進めてまいりました。この下期には、国内で福岡営業所、中国で厦門（アモイ・福建省）支店をそ
れぞれ開設いたしました。 
以上の結果、当事業の売上高は、37,603百万円（前年同期比10.7％増）、営業利益は4,897百万円（前年同
期比1.4％増）となりました。 
 
(2)財政状態（連結）の変動状況  

      

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円       ％ 円    銭 

19 年３月期第３四半期      561,909      297,446       36.7      1,151  67  
18 年３月期第３四半期      540,658      196,027       36.3      1,085    41 
(参考)18 年３月期      543,266      201,749       37.1      1,112    76 
    
【連結キャッシュ・フローの状況】 

      

 営業活動による  
キャッシュ・フロー 

投資活動による  
キャッシュ・フロー 

財務活動による  
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

19 年３月期第３四半期 24,615 △36,026 △695 77,679 
18 年３月期第３四半期 43,537 △38,588  △8,644 78,771 
(参考)18 年３月期 66,316     △47,094  △14,859         87,537 
    
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
 
 ①資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期末の連結貸借対照表における総資産は前期末と比較して 18,642 百万円増加しました。純資
産については、貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準の導入に伴い、少数株主持分 91,033 百万
円を含めたことなどにより、297,446 百万円となりました。 
増減の主な内容は、流動資産では受取手形及び売掛金の増加、たな卸資産の増加などにより 10,688 百万

円増加しました。固定資産では機械装置及び運搬具の増加、投資有価証券の増加などにより 7,954 百万円
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増加しました。 
流動負債では短期借入金の減少などにより 14,757 百万円減少しました。固定負債では長期借入金の増加

などにより 21,316 百万円増加しました。 
  
②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前期末と比較して、9,858
百万円減少し、77,679 百万円となりました。 
    
  営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動による資金の増加は 24,615 百万円となりました。この増加の主な要因は、税金等調整前四半
期純利益 21,289 百万円の計上、減価償却費 29,029 百万円による資金の増加と、売上債権の増加額 5,171
百万円、たな卸資産の増加額 2,377 百万円及び法人税等の支払額 9,019 百万円による資金の減少による
ものです。 

 
  投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動による資金の減少は 36,026 百万円となりました。この減少の主な要因は、電子部品事業を中
心とした固定資産の取得による支出 38,339 百万円によるものです。 

 
  財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動による資金の減少は 695 百万円となりました。この減少の主な要因は、長期借入金の借入れ
による収入 22,298 百万円による資金の増加と、短期借入金の純減少額 8,105 百万円及び長期借入金の返
済による支出額 7,035 百万円による資金の減少によるものです。 

 
（参考１）四半期個別経営成績等の概況（平成 18 年４月１日 ～ 平成 18 年 12 月 31 日） 

 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益 
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

19 年３月期第３四半期 255,087 (△8.8)    △184 (  －  ) 3,673（△76.9)    3,446 (△49.1) 
18 年３月期第３四半期 279,759 (  7.1)   13,560 ( 188.1)   15,906 ( 164.2)    6,775 (   0.4) 
(参考)18 年３月期  366,110   16,855   20,790    7,989 
 

 総資産 純資産 
 百万円 百万円 

19 年３月期第３四半期 294,395  126,965   
18 年３月期第３四半期     298,213 128,101   
(参考)18 年３月期     293,887 130,546 
 （注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率 
 
 
３．平成 19 年３月期の連結業績予想（平成 18 年４月１日 ～ 平成 19 年３月 31 日） 

 

 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 １株当たり 
予想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円     銭 

通       期 695,000 21,500 7,000         39   00  
（注）予想営業利益（通期） 21,500 百万円 
 
[連結業績予想に関する定性的情報等] 
 平成18年11月８日に発表いたしました連結業績予想に変更はございません。 
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（参考２）平成 19 年３月期の個別業績予想（平成 18 年４月１日 ～ 平成 19 年３月 31 日） 
 

１株当たり年間予想配当金 
 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 中間(実績) 期末(予想)  

 百万円 百万円 百万円 円  銭 円  銭 円  銭 

通       期 330,000 △500 1,000 10  00 10  00 20  00 
（注）予想営業利益（通期） △4,500 百万円 
 
[個別業績予想に関する定性的情報等] 
 平成18年11月27日に修正発表いたしました個別業績予想に変更はございません。 
 
（業績予想の利用に関する注意事項） 
   上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、  
  実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 
 
４．会計処理の方法の変更 
 

金型売却取引に係る会計処理方法の変更 
従来、当社及び一部の連結子会社は、金型売却取引に係る損益について、個別取引における売却収
入金額と対応する製作原価の差額を営業外損益の「金型売却益」もしくは「雑支出」に計上していま
したが、当連結会計年度より売却収入金額を「売上高」に計上し、対応する製作原価を「売上原価」
に計上する方法に変更しています。 
  この結果、従来の方法と比較して、売上高が 4,714 百万円増加し、売上原価は 4,391 百万円増加し
ています。また営業利益が 323 百万円増加していますが、経常利益及び税金等調整前四半期純利益へ
の影響はありません。 

 



（添 付 資 料）

(単位：百万円)

期 平成19年３月期第３四半期 平成18年３月期 平成18年３月期第３四半期

(平成18年12月31日) (平成18年３月31日) (平成17年12月31日)

 科  目 金額 構成比 金額 構成比 増減額 金額 構成比

  (資産の部 ) ％ ％ ％

Ⅰ  流動資産  (　 328,293) 58.4  (　 317,604) 58.5  (　 10,688)  (　 317,201) 58.7

   1 　現金及び預金   　 77,055    　 88,063    △ 11,007    　 79,642  

   2   受取手形及び売掛金   　 131,081    　 121,208    　 9,873    　 117,383  

   3   有価証券   　 512    　 573    △ 60    　 150  

   4   たな卸資産   　 88,835    　 83,724    　 5,110    　 93,346  

   5   繰延税金資産   　 7,632  9,803    △ 2,171  8,243  

   6   その他   　 25,474    　 16,380    　 9,093    　 20,440  

       貸倒引当金   △ 2,299    △ 2,148    △ 150  △ 2,004  

Ⅱ  固定資産  (　 233,616) 41.6  (　 225,661) 41.5  (　 7,954)  (　 223,456) 41.3

   1　有形固定資産  (　 160,916) 28.6  (　 157,994) 29.1  (　 2,921)  (　 159,246) 29.5

(1) 建物及び構築物   　 49,261    　 50,064    △ 802    　 51,544  

(2) 機械装置及び運搬具   　 56,203    　 53,552    　 2,651    　 54,413  

(3) 工具器具備品及び金型   　 19,544    　 18,878    　 666    　 19,075  

(4) 土地   　 29,210    　 29,005    　 204    　 29,084  

(5) 建設仮勘定   　 6,696    　 6,494    　 202    　 5,128  

   2  無形固定資産  (　 15,190) 2.7  (　 14,222) 2.6  (　 967)  (　 13,599) 2.5

   3　投資その他の資産  (　 57,509) 10.3  (　 53,444) 9.8  (　 4,065)  (　 50,610) 9.3

(1) 投資有価証券   　 25,319  22,145    　 3,173  21,011  

(2) 繰延税金資産   　 8,051    　 7,672    　 379    　 6,281  

(3) 長期前払年金費用   　 10,713  11,369    △ 656  10,966  

(4) その他   　 13,615  12,478    　 1,136  12,649  

貸倒引当金   △ 189    △ 221    　 32  △ 297  

Ⅲ  繰延資産  (　 0) 0.0  (　 0) 0.0  (△ 0)  (　 0) 0.0

　資産合計   　 561,909  100.0   　 543,266  100.0   　 18,642    　 540,658  100.0

 １．四半期連結貸借対照表 

対前期増減
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(単位：百万円)

期 平成19年３月期第３四半期 平成18年３月期 平成18年３月期第３四半期

(平成18年12月31日) (平成18年３月31日) (平成17年12月31日)

 科  目 金額 構成比 金額 構成比 増減額 金額 構成比

  (負債の部) ％ ％ ％

Ⅰ  流動負債  (　 189,049) 33.7  (　 203,807) 37.5  (△ 14,757)  (　 193,529) 35.8

1 支払手形及び買掛金   　 72,748    　 69,132    　 3,615    　 74,624  

2 短期借入金   　 45,198    　 57,810    △ 12,612    　 58,135  

3 一年以内償還社債 10,000    　 10,000    　 －    　 －  

4 未払法人税等 4,611  6,937    △ 2,325  4,074  

5 繰延税金負債   　 316    　 445    △ 129    　 802  

6 賞与引当金   　 4,777    　 8,848    △ 4,070    　 4,506  

7 製品保証引当金   　 5,737    　 5,055    　 681    　 5,331  

8 その他   　 45,658    　 45,576    　 81    　 46,054  

Ⅱ  固定負債  (　 75,413) 13.4  (　 54,097) 10.0  (　 21,316)  (　 70,034) 12.9

1 社債   　 －    　 －    　 －    　 10,000  

2 新株予約権付社債 28,804  28,600    　 204  29,600  

3 長期借入金   　 33,244    　 12,960    　 20,283    　 18,490  

4 長期未払金 1,928  3,806    △ 1,877  3,818  

5 繰延税金負債   　 5,611    　 3,479    　 2,132    　 3,069  

6 退職給付引当金   　 2,805    　 2,493    　 311    　 2,636  

7 役員退職慰労引当金   　 1,800    　 1,625    　 175    　 1,574  

8 その他   　 1,218    　 1,131    　 86    　 846  

  負債合計   　 264,463  47.1   　 257,905  47.5   　 6,558    　 263,564  48.7

対前期増減
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(単位：百万円)

期 平成19年３月期第３四半期 平成18年３月期 平成18年３月期第３四半期

(平成18年12月31日) (平成18年３月31日) (平成17年12月31日)

 科  目 金額 構成比 金額 構成比 増減額 金額 構成比

（少数株主持分） ％ ％ ％

  少数株主持分 －  －  83,611  15.4   △ 83,611  81,066  15.0

 （資本の部）

Ⅰ  資本金 －  －   (　 23,623) 4.3  (△ 23,623)  (　 23,116) 4.3

Ⅱ  資本剰余金 －  －   (　 45,586) 8.4  (△ 45,586)  (　 45,079) 8.3

Ⅲ  利益剰余金 －  －   (　 131,309) 24.2  (△ 131,309)  (　 127,804) 23.7

Ⅳ  土地再評価差額金 －  －   (△ 569) △0.1  (　 569) （△ 569) △ 0.1

Ⅴ  その他有価証券評価差額金 －  －   (　 4,863) 0.9  (△ 4,863)  (　 4,531) 0.8

Ⅵ  為替換算調整勘定 －  －   (△ 2,524) △0.5  (　 2,524) （△ 3,397) △ 0.6

Ⅶ  自己株式 －  －   (△ 539) △0.1  (　 539) （△ 537) △ 0.1

  資本合計   　 －  －    　 201,749  37.1   △ 201,749    　 196,027  36.3

－  －    　 543,266  100.0   △ 543,266    　 540,658  100.0

 （純資産の部）

Ⅰ  株主資本  (　 200,039) 35.6 －  －   (　 200,039) －  －  

1  資本金   　 23,623  4.2 －  －    　 23,623  －  －  

2  資本剰余金   　 45,586  8.1 －  －    　 45,586  －  －  

3  利益剰余金   　 134,372  23.9 －  －    　 134,372  －  －  

4  自己株式   △ 3,543  △ 0.6 －  －    △ 3,543  －  －  

Ⅱ 評価・換算差額等  (　 6,372) 1.1 －  －   (　 6,372) －  －  

1  その他有価証券評価差額金   　 5,258  0.9 －  －    　 5,258  －  －  

2  繰越ヘッジ損益   △ 0  △ 0.0 －  －    △ 0  －  －  

3  土地再評価差額金   △ 569  △ 0.1 －  －    △ 569  －  －  

4  為替換算調整勘定   　 1,683  0.3 －  －    　 1,683  －  －  

Ⅲ 少数株主持分  (　 91,033) 16.2 －  －   (　 91,033) －  －  

  純資産合計   　 297,446  52.9   　 －  －    　 297,446    　  　  　  　 －  －  

  　 561,909  100.0   　 －  －    　 561,909    　  　  　  　 －  －  負債純資産合計

対前期増減

負債、少数株主持分及び資本合計
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(単位：百万円)
期 

 科  目 金額 百分比 金額 百分比 増減額 金額 百分比

％ ％ ％ 

Ⅰ 売上高   　 523,929  100.0   　 532,475  100.0   △ 8,546    　 709,613  100.0

Ⅱ 売上原価   　 439,955  84.0   　 434,123  81.5   　 5,832    　 581,016  81.9

83,973  16.0 98,352  18.5   △ 14,378  128,597  18.1
Ⅲ 販売費及び一般管理費   　 62,992  12.0   　 61,971  11.7   　 1,021    　 83,125  11.7

  　 20,980  4.0   　 36,380  6.8   △ 15,399    　 45,471  6.4
Ⅳ 営業外収益   　
1 受取利息   　 1,034    　 487    　 547    　 800  
2 受取配当金   　 465    　 204    　 260    　 206  
3 持分法による投資利益 145    　 60    　 84    　 186  
4 為替差益   　 956    　 1,267    △ 311    　 942  
5 金型売却益 －  565    △ 565  835  
6 雑収入   　 1,931    　 1,526    　 404    　 2,632  

計   　 4,532  0.8   　 4,111  0.8   　 420    　 5,604  0.8
Ⅴ 営業外費用   　
1 支払利息   　 1,193    　 1,102    　 91    　 1,508  
2 売上割引 306  －    　 306  －  
3 雑支出 727  2,353    △ 1,625  3,164  

計   　 2,227  0.4   　 3,455  0.6   △ 1,227    　 4,673  0.7
  　 23,285  4.4   　 37,036  7.0   △ 13,751    　 46,402  6.5

Ⅵ 特別利益   　
1 固定資産売却益 199  213    △ 13  661  
2 投資有価証券売却益 280  260    　 19  260  
3 その他特別利益   　 310    　 342    △ 31    　 1,570  

計   　 790  0.2   　 816  0.1   △ 26    　 2,492  0.4
Ⅶ 特別損失
1 固定資産売却除却損   　 991    　 1,170    △ 178    　 2,026  
2 減損損失 109  3,355    △ 3,245  7,476  
3 固定資産臨時償却 －    　 404    △ 404    　 404  
4 過年度製品補償費用 1,276    　 －    　 1,276    　 －  
5 その他特別損失 409  2,088    △ 1,678  2,823  

計   　 2,786  0.5   　 7,018  1.3   △ 4,232    　 12,731  1.8

  　 21,289  4.1   　 30,834  5.8   △ 9,545    　 36,163  5.1

法人税､住民税及び事業税   　  　  　  　 7,217    　  　  　  　 6,580    　 637    　  　  　  　 11,355  
法人税等調整額   　 2,413    　 4,550    △ 2,136  333  

計   　 9,631  1.9   　 11,130  2.1   △ 1,499    　 11,688  1.6
少数株主利益   　 5,266  1.0   　 4,344  0.8   　 922    　 5,604  0.8

  　 6,391  1.2   　 15,359  2.9   △ 8,967    　 18,870  2.7

税金等調整前四半期
(当期)純利益

   売上総利益

(自　平成18年４月１日

四半期(当期)純利益

   営業利益

   経常利益

   至　平成18年12月31日）

 ２．四半期連結損益計算書 

平成19年３月期第３四半期 平成18年３月期平成18年３月期第３四半期

   至　平成17年12月31日）    至　平成18年３月31日）

対前年同四半期比
増減(自　平成17年４月１日 (自　平成17年４月１日
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当四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

 当第３四半期中の変動額

剰余金の配当　（注）

役員賞与　（注）

四半期純利益

連結子会社増加に伴う増加

従業員奨励福利基金

自己株式の取得

自己株式の処分

 平成18年３月31日残高（百万円）

 当第３四半期中の変動額

剰余金の配当　（注）

役員賞与　（注）

四半期純利益

連結子会社増加に伴う増加

従業員奨励福利基金

自己株式の取得

自己株式の処分

 平成18年12月31日残高（百万円）

（注）定時株主総会における利益処分項目です。

　 　 257 　 

 当第３四半期中の変動額合計
（百万円）

 当第３四半期中の変動額合計
（百万円）

株主資本以外の項目の
当第３四半期中の変動額（純額）

株主資本以外の項目の
当第３四半期中の変動額（純額）

評価・換算差額等

　 

　 

　 

　 

－ 

23,623

　 

　　△　　　0

45,586

　 

株主資本

四半期連結株主資本等変動計算書

利益剰余金

　 

45,586

　 

　 

　 

少数株主持分繰越ヘッジ
損益

その他
有価証券
評価差額金

 平成18年３月31日残高（百万円）

 平成18年12月31日残高（百万円）

23,623

　 

　 

　 

 ３．四半期連結株主資本等変動計算書及び四半期連結剰余金計算書

純資産合計評価・換算
差額等合計

土地再評価
差額金

資本金 資本剰余金 自己株式 株主資本合計

為替換算
調整勘定

　　△　　　0

131,309

　 

3,062

134,372

　 

　 

　 

539   　△    

　 

　 

　 

　 

　 

199,980

3,604   　△  

123   　△    

200,039

6,391

146

4   　△     

3,004   　△  

257

0

　 

3,003   　△  

0

　 

58

3,543   　△  

3,604   　△  

123   　△    

6,391

146

4   　△     

　 

　 

3,004   　△  

4,863

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

395

395

5,258

－ 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　　△　　　0

　　△　　　0

　　△　　　0

569   　△    

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

－ 

－ 

569   　△    1,683

4,208

4,208

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

2,524   　△  1,768

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

4,603

4,603

6,372 91,033

7,422

7,422

　 

83,611

　 

　 

　 

　 

　 

12,084

297,446

6,391

146

4   　△     

3,004   　△  

257

持分法適用会社の持分比率変動に
伴う増加

持分法適用会社の持分比率変動に
伴う増加

0

12,025

285,361

3,604   　△  

123   　△    　 
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　　　(単位：百万円)

期 

 科  目 金額 金額

Ⅰ  (　 44,876)  (　 44,876) 

Ⅱ  (　 203)  (　 710) 

1 新株予約権付社債の行使に
伴う増加高

203  710  

2 自己株式処分差益 0  0  

Ⅲ 45,079  45,586  

Ⅰ  (　 116,124)  (　 116,124) 

Ⅱ  (　 15,416)  (　 18,923) 

1 四半期（当期）純利益 15,359  18,870  

2 連結子会社増加に伴う増加高 53  53  

3 従業員奨励福利基金等取崩に
伴う増加高

4  －  

Ⅲ  (　 3,737)  (　 3,738) 

1 配当金 3,609  3,609  

2 役員賞与 127  127  

3 従業員奨励福利基金等 －   －   －   －   1  

Ⅳ 127,804  131,309  利益剰余金期末残高

資本剰余金期末残高

利益剰余金期首残高

  (利益剰余金の部）

資本剰余金増加高

利益剰余金増加高

利益剰余金減少高

　四半期連結剰余金計算書

（自　平成17年４月１日 （自　平成17年４月１日

資本剰余金期首残高

 （資本剰余金の部）

平成18年３月期

    至　平成18年３月31日）

平成18年３月期第３四半期

    至　平成17年12月31日）
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 ４.連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：百万円)

期 平成19年３月期第３四半期 平成18年３月期第３四半期 平成18年３月期

    科  目 金額 金額 金額

Ⅰ

税金等調整前四半期（当期）純利益 21,289 30,834 36,163

減価償却費 29,029 27,775 36,925

減損損失 109 3,355 7,476

退職給付引当金の増加額（△減少額） 258 10,767   △     10,915   △     

長期前払年金費用の減少額（△増加額） 656 3,830   △      4,233   △      

未払費用の増加額（△減少額） 466   △        3,966 1,865

売上債権の減少額（△増加額） 5,171   △      4,319 957

たな卸資産の減少額（△増加額） 2,377   △      4,990   △      4,798

仕入債務の増加額（△減少額） 275 2,858   △      8,519   △      

長期未払金の増加額（△減少額） 1,877   △      3,818 3,806

その他 8,437   △      3,424 10,900

小 計 33,289 55,049 79,224

法人税等の支払額 9,019   △      11,439   △     12,610   △     

その他 345 72   △         297   △        

営業活動によるキャッシュ・フロー 24,615 43,537 66,316

Ⅱ

固定資産の取得による支出 38,339   △     37,604   △     50,432   △     

その他 2,313 984   △        3,337

投資活動によるキャッシュ・フロー 36,026   △     38,588   △     47,094   △     

Ⅲ

短期借入金の純増加額（△純減少額） 8,105   △      1,802 915

長期借入れによる収入 22,298 1,877 2,880

長期借入金の返済による支出 7,035   △      7,581   △      13,574   △     

配当金の支払額 3,604   △      3,609   △      3,609   △      

自己株式の取得による支出 3,004   △      － － 

その他 1,244   △      1,133   △      1,470   △      

財務活動によるキャッシュ・フロー 695   △        8,644   △      14,859   △     

Ⅳ 2,058 3,277 3,983

Ⅴ 10,048   △     418   △        8,347

Ⅵ 87,537 79,011 79,011

Ⅶ 新規連結子会社の現金及び現金同等物の期首残高 162 179 179

Ⅷ 26 － － 

Ⅸ 77,679 78,771 87,537

(自  平成18年４月１日 (自  平成17年４月１日 (自  平成17年４月１日
  至  平成18年３月31日)  至  平成17年12月31日)  至  平成18年12月31日)

現金及び現金同等物の期末残高

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増加額（△減少額）

現金及び現金同等物の期首残高

連結子会社と非連結子会社との合併に伴う
現金及び現金同等物の増加額

-11-



５．セグメント情報
 (１)事業の種類別セグメント情報

     （単位：百万円）

 売上高

(1) 294,591 191,733 37,603 523,929 - 523,929 

(2) 4,131 2,717 24,103 30,952 (30,952) -

298,723 194,451 61,707 554,881 (30,952) 523,929 

 営業費用 292,175 185,153 56,809 534,139 (31,190) 502,948 

 営業利益 6,547 9,297 4,897 20,742 237 20,980 

     （単位：百万円）

 売上高

(1) 313,266 185,243 33,964 532,475 - 532,475 

(2) 3,062 2,026 24,157 29,246 (29,246) -

316,328 187,270 58,122 561,722 (29,246) 532,475 

 営業費用 293,283 179,199 53,294 525,777 (29,682) 496,095 

 営業利益 23,045 8,070 4,828 35,944 435 36,380 

     （単位：百万円）

 売上高

(1) 412,560 251,127 45,924 709,613 - 709,613 

(2) 4,068 2,855 32,426 39,350 (39,350) -

416,629 253,983 78,351 748,963 (39,350) 709,613 

 営業費用 388,187 244,311 71,542 704,041 (39,900) 664,141 

 営業利益 28,441 9,671 6,808 44,921 549 45,471 

（注）１. 事業の区分は、製品の種類及び販売市場の共通性を考慮して、電子機器向けの電子部品事業と、カーオーディオを中
心とする音響製品事業及び物流・その他事業に区分しています。

     ２. 各事業区分に属する主要製品名
(1)電子部品･･････････ スイッチ、可変抵抗器、ＨＤＤ用ヘッド、チューナ、データ通信用モジュール、プリンタ、
　　　　　　　　　　　アミューズメント用機器、液晶表示素子、車載用操作ユニット/ステアリングモジュール等
(2)音響製品･･････････ カーオーディオ、カーナビゲーションシステム等
(3)物流･その他･･･････ 物流サービス等

     ３. 全ての営業費用は各セグメントに配分されているため配賦不能営業費用はありません。

４. 会計処理基準等の変更（当第３四半期）
金型売却取引に係る会計処理方法の変更
　「４．会計処理の方法の変更」に記載のとおり、従来、当社及び一部の連結子会社は、金型売却取引に係る売却収
入金額と対応する製作原価の差額を営業外損益の「金型売却益」もしくは「雑支出」に計上していましたが、当連結
会計年度より売却収入金額を「売上高」に計上し、対応する製作原価を「売上原価」に計上する方法に変更していま
す。
　この変更に伴い、従来の方法に比べて外部顧客に対する売上高及び営業費用は、「電子部品事業」で4,714百万円及
び4,391百万円多く計上され、営業利益は323百万円多く計上されています。

計

電子部品
事業

消去

消去

計

平成19年３月期第３四半期（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

平成18年３月期第３四半期（自　平成17年４月１日　至　平成17年12月31日）

外部顧客に対する売上高

セグメント間の内部売上高又は振替高

外部顧客に対する売上高

セグメント間の内部売上高又は振替高

電子部品
事業

連結電子部品
事業

音響製品
事業

物流・
その他事業 計

音響製品
事業

物流・
その他事業 計

計

外部顧客に対する売上高

セグメント間の内部売上高又は振替高

音響製品
事業

物流・
その他事業

平成18年３月期（自　平成17年４月１日　至　平成18年３月31日）

連結

計 消去 連結
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 (２)所在地別セグメント情報
     （単位：百万円）

日本 北米 欧州 アジア その他 計 消去
又は全社 連  結

 売上高

(1) 190,436 106,380 117,684 108,287 1,140 523,929 - 523,929 

(2) 251,131 1,655 32,436 108,789 1 394,015 (394,015) -

441,567 108,036 150,121 217,077 1,141 917,944 (394,015) 523,929 

 営業費用 428,076 106,349 147,387 207,720 1,113 890,647 (387,698) 502,948 

 営業利益 13,490 1,686 2,733 9,357 28 27,296 (6,316) 20,980 

     （単位：百万円）

日本 北米 欧州 アジア その他 計 消去
又は全社 連  結

 売上高

(1) 191,304 104,743 112,926 122,561 939 532,475 - 532,475 

(2) 266,743 1,718 27,545 120,975 2 416,984 (416,984) -

458,047 106,462 140,471 243,536 941 949,459 (416,984) 532,475 

 営業費用 430,659 104,782 136,724 234,665 958 907,790 (411,695) 496,095 

 営業利益(△営業損失) 27,388 1,680 3,746 8,871 △16 41,669 (5,289) 36,380 

     （単位：百万円）

日本 北米 欧州 アジア その他 計 消去
又は全社 連  結

 売上高

(1) 251,188 143,599 153,767 159,858 1,198 709,613 - 709,613 

(2) 351,535 2,232 36,596 158,430 2 548,797 (548,797) -

602,724 145,832 190,364 318,288 1,200 1,258,410 (548,797) 709,613 

 営業費用 569,031 143,137 185,961 307,170 1,212 1,206,513 (542,371) 664,141 

 営業利益(△営業損失) 33,692 2,694 4,403 11,118 △11 51,897 (6,425) 45,471 

（注）１. 国または地域の区分は、地理的近接度によっています。
本邦以外の区分に属する主な国または地域

         (1)北米･･････････ アメリカ、カナダ、メキシコ
(2)欧州･･････････ ドイツ、スウェーデン、イギリス
(3)アジア････････ 韓国、シンガポール、マレーシア、中国
(4)その他････････ オーストラリア

２. 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の主なものは、連結子会社における総務部門等管理
部門及び開発部門に係る費用です。

19年3月期第3四半期： 6,156 百万円
18年3月期第3四半期： 5,825 百万円
18年3月期 　　　　 ： 7,804 百万円

３. 会計処理基準等の変更（当第３四半期）
金型売却取引に係る会計処理方法の変更
　「４．会計処理の方法の変更」に記載のとおり、従来、当社及び一部の連結子会社は、金型売却取引に係る売却収
入金額と対応する製作原価の差額を営業外損益の「金型売却益」もしくは「雑支出」に計上していましたが、当連結
会計年度より売却収入金額を「売上高」に計上し、対応する製作原価を「売上原価」に計上する方法に変更していま
す。
　この変更に伴い、従来の方法に比べて外部顧客に対する売上高及び営業費用は、「日本」で1,717百万円及び1,442
百万円、「北米」で970百万円及び1,068百万円、「欧州」で1,907百万円及び1,837百万円、「アジア」で119百万円及
び40百万円、それぞれ多く計上されています。営業利益は、「日本」で274百万円、「欧州」で69百万円、「アジア」
で78百万円、それぞれ多く計上され、「北米」で98百万円、「消去又は全社」で1百万円、それぞれ少なく計上されて
います。

計

平成19年３月期第３四半期（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

平成18年３月期第３四半期（自　平成17年４月１日　至　平成17年12月31日）

セグメント間の内部売上高又は振替高

計

外部顧客に対する売上高

外部顧客に対する売上高

セグメント間の内部売上高又は振替高

平成18年３月期（自　平成17年４月１日　至　平成18年３月31日）

セグメント間の内部売上高又は振替高

計

外部顧客に対する売上高
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(３)海外売上高
     （単位：百万円）

北米 欧州 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高 112,867 120,079 155,679 3,493 392,119 

Ⅱ 連結売上高 523,929 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 21.5 22.9 29.7 0.7 74.8 

     （単位：百万円）

北米 欧州 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高 116,558 118,945 166,380 3,938 405,822 

Ⅱ 連結売上高 532,475 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 21.9 22.3 31.3 0.7 76.2 

     （単位：百万円）

北米 欧州 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高 159,339 161,318 218,269 5,135 544,063 

Ⅱ 連結売上高 709,613 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 22.5 22.7 30.8 0.7 76.7 

（注）１. 国または地域の区分は、地理的近接度によっています。

　　 ２. 各区分に属する主な国または地域
(1)北米･･････････アメリカ、カナダ、メキシコ

      (2)欧州･･････････ドイツ、スウェーデン、イギリス
(3)アジア････････韓国、シンガポール、マレーシア、中国
(4)その他････････オーストラリア、ブラジル

３. 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高です。

４. 会計処理基準等の変更（当第３四半期）
金型売却取引に係る会計処理方法の変更
　「４．会計処理の方法の変更」に記載のとおり、従来、当社及び一部の連結子会社は、金型売却取引に係る売却収
入金額と対応する製作原価の差額を営業外損益の「金型売却益」もしくは「雑支出」に計上していましたが、当連結
会計年度より売却収入金額を「売上高」に計上し、対応する製作原価を「売上原価」に計上する方法に変更していま
す。
　この変更に伴い、従来の方法に比べて海外売上高が「北米」で970百万円、「欧州」で1,907百万円、「アジア」で
119百万円、それぞれ多く計上されています。

平成19年３月期第３四半期（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

平成18年３月期第３四半期（自　平成17年４月１日　至　平成17年12月31日）

平成18年３月期（自　平成17年４月１日　至　平成18年３月31日）
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６．生産、受注及び販売の状況
 (１)生産実績
  当第３四半期における生産実績を事業別セグメントごとに示すと、次のとおりです。

（単位：百万円）
平成19年３月期第３四半期 平成18年３月期第３四半期 平成18年３月期
（自　平成18年４月１日 （自　平成17年４月１日 （自　平成17年４月１日

　  至　平成18年12月31日） 　  至　平成17年12月31日） 　  至　平成18年３月31日）

生産高 生産高 増減率(％) 生産高

300,479  319,261  △ 5.9  419,633  

165,953  158,800  4.5  218,680  

―   ―   ―   ―   

466,432  478,061  △ 2.4  638,313  
（注） １．セグメント間取引については、相殺消去しています。
　　　 ２．金額は、販売価格によっています。
　　　 ３．上記金額には、消費税等は含まれていません。

 (２)受注状況
  当第３四半期における受注状況を事業別セグメントごとに示すと、次のとおりです。

 ①受注高 （単位：百万円）
平成19年３月期第３四半期 平成18年３月期第３四半期 平成18年３月期
（自　平成18年４月１日 （自　平成17年４月１日 （自　平成17年４月１日

　  至　平成18年12月31日） 　  至　平成17年12月31日） 　  至　平成18年３月31日）

受注高 受注高 増減率(％) 受注高

298,740  317,003  △ 5.8  414,334  

190,110  184,241  3.2  254,195  

―   ―   ―   ―   

488,851  501,244  △ 2.5  668,530  

 ②受注残高 （単位：百万円）
平成19年３月期第３四半期 平成18年３月期第３四半期 対前年同四半期比 平成18年３月期
（平成18年12月31日） （平成17年12月31日） 増減 （平成18年３月31日）

受注残高 受注残高 増減率(％) 受注残高

42,672  40,485  5.4  38,523  

32,098  29,651  8.3  33,721  

―   ―   ―   ―   

74,771  70,137  6.6  72,244  
（注） １．セグメント間取引については、相殺消去しています。
　　　 ２．上記金額には、消費税等は含まれていません。

 (３)販売実績
  当第３四半期における販売実績を事業別セグメントごとに示すと、次のとおりです。

（単位：百万円）
平成19年３月期第３四半期 平成18年３月期第３四半期 平成18年３月期
（自　平成18年４月１日 （自　平成17年４月１日 （自　平成17年４月１日

　  至　平成18年12月31日） 　  至　平成17年12月31日） 　  至　平成18年３月31日）

販売高 販売高 増減率(％) 販売高

294,591  313,266  △ 6.0  412,560  

191,733  185,243  3.5  251,127  

37,603  33,964  10.7  45,924  

523,929  532,475  △ 1.6  709,613  
（注） １．セグメント間取引については、相殺消去しています。
　　　 ２．上記金額には、消費税等は含まれていません。

対前年同四半期比
増減

　音響製品事業

　音響製品事業

　物流・その他事業

合計

事業の種類別セグメントの名称

　物流・その他事業

合計

　音響製品事業

対前年同四半期比
増減

　電子部品事業

　音響製品事業

対前年同四半期比
増減

　物流・その他事業

合          計

事業の種類別セグメントの名称

事業の種類別セグメントの名称

事業の種類別セグメントの名称

合計

　電子部品事業

　電子部品事業

　物流・その他事業

　電子部品事業
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７．部門別販売実績
　部門別販売実績は、次のとおりです。

　　（単位：百万円）
平成19年３月期第３四半期 平成18年３月期第３四半期 平成18年３月期

売上高 構成比率 売上高 構成比率 増減額 増減率 売上高 構成比率
％ ％ ％ ％

294,591 56.2 313,266 58.8 18,675  △  6.0  △   412,560 58.1

69,088 13.2 62,197 11.7 6,891 11.1 83,651 11.8

44,598 8.5 57,995 10.9 13,397  △  23.1  △  78,683 11.1

41,533 7.9 44,730 8.4 3,196  △   7.1  △   58,727 8.3

70,257 13.4 89,656 16.8 19,398  △  21.6  △  110,094 15.5

69,112 13.2 58,687 11.0 10,425 17.8 81,403 11.4

191,733 36.6 185,243 34.8 6,490 3.5 251,127 35.4

37,603 7.2 33,964 6.4 3,639 10.7 45,924 6.5

523,929 100.0 532,475 100.0 8,546  △   1.6  △   709,613 100.0

 音響製品事業

 物流・その他事業

合計

 電子部品事業

 情報通信事業

 ペリフェラル事業

 コンポーネント事業

 磁気デバイス事業

 車載電装事業

  至　平成18年12月31日） 　至　平成18年３月31日）

期      

    部  門
  至　平成17年12月31日）

対前年同四半期比増減（自  平成18年４月１日　 （自  平成17年４月１日　 （自  平成17年４月１日　
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